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成人検（健）診のご案内成人検（健）診のご案内
保健センターの工事に伴い、会場が変更になっています。詳しくは、P9～13をご確認ください。

狭山市HP内の
「大人の検（健）診」
もご覧ください▶

受診期間は令和8年5月から令和9年1月末日まで

◆成人検診についての注意事項

◆成人検診受診の流れ 検診の対象等についてはP11～12をご覧ください

保健センターに予約が必要
会場は市民会館

初めて市の検（健）診を受診する方、
前回の受診から3年以上実施していない方

胃がん検診
乳がん検診
子宮がん検診
成人歯科（歯周病）健診 希望の方

肝炎ウイルス検診
前立腺がん検診 希望の方

市内指定医療機関へ受診予約し、検（健）診を受診する
※市内指定医療機関の一覧はP17～19へ

受診の際はマイナ保険証または資格確認証をお持ちください
後日医療機関より結果説明を受けてください

30歳代の健康診査 希望の方

乳がん検診 集団検診希望の方 日程や申込みについては
P13をご覧ください

申込みが必要

申込みは不要肺検診
大腸がん検診 希望の方

胃がん検診
乳がん検診
子宮がん検診
成人歯科（歯周病）健診 希望の方

令和8年4月末に受診券が届いた方
（過去3年間に受診歴のある方など）

保健センターへ受診券申込み
※締め切り：12月18日（金）まで

受診券（はがき）が2週間前後で届きます

※月～金曜日の9時～16時（祝日・年末年始を除く）
◎検診申込み専用電話：04-2959-1311

右記二次元コードからアクセスしてください。
読み取れない方、パソコンの方は
〔狭山市公式ホームページ〕から
アクセスしてください。

◎電子申請

健康カレンダーP14の個別検診申込み記入票に必要事項をご記入
の上、はがきに貼り付けるか封筒に入れて投函してください。
※はがき・封筒・切手については、お申込みの方がご用意ください。

◎郵便

受診券 4月末 受診券が送付される方
令和5年度～令和7年度に、市の成人検診として
胃・子宮・乳がん検診または成人歯科（歯周病）健診の
いずれかの検診を受けている方
※胃・子宮・乳がん検診は2年ごとの受診のため、令和7年度に受診し
ている方は対象となりません。

令和8年度に無料クーポンの対象となる方
胃 が ん 検 診：

子宮頸がん検診 ：

乳 が ん 検 診：

前年度50歳の方（昭和50年4月2日～昭和51年4月1日生）

前年度20歳の方（平成17年4月2日～平成18年4月1日生）

前年度40歳の方（昭和60年4月2日～昭和61年4月1日生）

受診券の再発行 ○保健センターへご連絡ください。 受診費用の免除 ○生活保護や中国残留邦人支援を受けている方は、無料になります。
　受給者証をご持参ください。

○各検診の受診は年度内1回です。ただし、胃・子宮・乳がん検診は隔年（2年に1回）の受診です。
誤って2回受診した場合、2回目以降の費用は全額自己負担です。

申込み

○以下の方は、成人検診の申込みをご遠慮ください。

1.現在、検診部位について自覚症状のある方、経過観察中・病気治療中の方

2.勤務先の検診や人間ドックなど、他に受診機会のある方
3.妊娠中の方（成人歯科健診は妊娠中でも受けられます）

4.受診前に、他市へ転出する方は受診できません。

受診について

現在、日本人の2人に1人は一生のうちに何らかのがんにかかるといわれています。
がんは、すべての人にとって身近な病気です。
がん検診の目的は、がんを早期発見し、適切な治療を行うことでがんによる死亡を減らすことです。
検診は症状のない人が対象で、ターゲットとする病気を発見するために行われるものです。
検診の最大のメリットは、がんを早く見つけられることです。
デメリットとしては、がんが100%見つかるわけではないことや不要な検査や治療を招くことがあります。
胃・乳・子宮・肺・大腸がん検診は、科学的な方法によってがん死亡率の減少が検証されています。
この機会に検診を受けましょう。

引き続き、定期的に検診を受けてください

早めに精密検査を受けてください

異常なし

要精密検査
検診の結果

※検診結果を市で集計します。最終診断結果について保健センターから問い合わせをさせていただく場合があります




